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１． 研究計画の概要 

 

2009 年実験開始の長基線ニュートリノ振動
実験Ｔ２Ｋで最大限の成果が出せるように
することが我々の最終目標である。そのうち
特にミューニュートリノから電子ニュート
リノへの振動を世界で最初に観測すること
を目指す。これを発見して、３種類のニュー
トリノ間の混合について全体像を得、素粒子
物理学に大きな貢献をすることが目標であ
る。 

同様な実験としてはアメリカで Nova 計画が
予定されており、感度もＴ２Ｋと同様である。
そのため、Ｔ２Ｋ実験が Nova 計画などに勝
る成果を出すために、スーパーカミオカンデ
測定器を更によく理解して系統誤差を小さ
くし、また解析プログラムの改良を行う。ま
たスーパーカミオカンデで予想される事象
をより正確に予言するためにニュートリノ
のフラックスを理解する。 

 

２．研究の進捗状況 

 

スーパーカミオカンデにおいて、J-PARC で生
成されたミューニュートリノが電子ニュー
トリノに転移した信号を観測し、それが有意
に予想されるバックグラウンドより多いこ
とを確認する。 
J-PARC での最初のニュートリノの生
成は 2009 年春に初めて行われた。そ
の後 2010 年 2 月 24 日には J-PARC で
生 成 さ れ た ニ ュ ー ト リ ノ を ス ー パ ー
カミオカンデで観測し、速やかに解析
をして、公表することができた。いよ
い よ 本 格 的 な ニ ュ ー ト リ ノ 振 動 実 験

が 世 界 に 先 駆 け て 開 始 さ れ よ う と し
ている。本研究によって残された混合
角  1 3 が測定されれば、ニュートリノ
間 の 混 ざ り 具 合 を 規 定 す る ３ 個 の 混
合角全てについて知ることになり、素
粒 子 物 理 学 に 大 きなイ ン パ ク ト を 与
えるであろう。  
研究の進捗状況で特に強調する点は、T2K 実
験 に 向 け た ス ー パ ー カ ミ オ カ ン デ 実
験装置の理解の高度化である。例えば、
今までほぼ 10 年間解決されていなか
った、スーパーカミオカンデでのエネ
ル ギ ー 決 定 に お い て 水 の 透 過 率 の 補
正 を し て も 水 の 透 過 率 の 変 化 の 効 果
が残るという問題は、新たに改善され
た補正の手法で相当解決された。この
よ う に 測 定 器 の 理 解 を 可 能 な 限 り 進
め、質の高いデータを得る努力は、当
初から予定していたが、副産物として、
大 気 ニ ュ ー ト リ ノ を 用 い た ニ ュ ー ト
リノの解析の高度化につながった。こ
の結果、スーパーカミオカンデで観測
さ れ た 大 気 ニ ュ ー ト リ ノ の デ ー タ を
使 っ て ３ 世 代 ニ ュ ー ト リ ノ 振 動 の 解
析を行うことができた。  

また、本研究ではニュートリノのフラックス
の理解に向けて、ニュートリノ発生点から２
８０メートル地点に測定器を設置して、デー
タを取る予定である。 

 

３．現在までの達成度 

 

②おおむね順調に進展している。  

理由：スーパーカミオカンデのＴ２Ｋ実験に
向けた準備を予定通り進められた。その結果、
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スーパーカミオカンデでＴ２Ｋ実験のニュ
ートリノの初観測を速やかに解析し、発表を
行うことができた。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 
平成２２年度より本格的に T2Kのニュート

リノ生成が行われる。そのため、本研究グル
ープとしては、今までのスーパーカミオカン
デの準備に基づき、ニュートリノ振動の解析
を速やかに行えるように研究を進める。 

平成２３年度においては、J-PARC のビーム
強度は前年度に比べてあがってくると予想
される。そのため、電子ニュートリノ出現を
観測するための感度も高くなると予想され
る。平成２３年度末に研究期間が終了すると
きには、世界最高感度のミューニﾕートリノ
から電子ニュートリノ振動実験が達成され
ていると考えられる。 
 この様に研究期間の終了までに世界最高
感度の実験になると予想されるので、本研究
グループとしては、実験の系統誤差、それも
特にスーパーカミオカンデ側の系統誤差を
詰めて速やかに物理成果を発表できるよう
にする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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